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促すだけでなく、看護への熱意とコミットメントの感覚を生成する（Morton et al, 1998）と言わ
れており、職場適応という観点からも、その重要性が示唆される。











での看護経験が「新人段階」（Dreyfus & Dreyfus, 1986）にある 2 年未満の者を指す。なお、藤










行った。インタビューは 2 回実施し、 1 回あたり 1 時間以内とした。 2 回目の面接では、 1 回
目のインタビューにおいて研究者が疑問に思ったことの質問を行った。インタビューでは、
ICU において看護師として勤務した最初の 2 年間、つまり、ICU 看護師として「新人段階」
にあった時期を想起してもらい、 1 ）ICU で働き始めてどのような能力を身につける必要があ






















































































































































































































































































































カルケア看護師協会（American Association of Critical-Care Nurses：AACN）は、本研究の ICU 新
人看護師が最も必要と感じた「臨床判断 clinical judgment」を、「看護の中心」であり、クリ
ティカルケア看護のあらゆる局面において要求される第一義的な看護実践能力としている
（Hardin & Kaplow, 2005, p.57）。本研究の結果から、この看護実践能力の獲得は、単なる教え手



























かせるようになるのは容易でないことを指摘している。その上で Benner らは、次の 2 つの学
習方略の重要性を主張している。その一つは、「リフレクション reflection」（Schön, 1983）によ
る学習、そして二つ目が、「実践コミュニティの中において行動し、観察し、参加することに




Bulman（2005）も、Boyd & Fales の「経験によって引き起こされた気にかかる問題に対する内
的な吟味および探究の過程であり、自己に対する意味づけを行ったり、意味を明らかにするも


















































置いた場合、現場でのリフレクションが望ましい。Benner は、ICU 新人看護師が、ICU にう
まく馴染み、臨床判断についてより良く学べるかどうかは「経験を積んだ医師、看護師たちが、
洞察力に富んだコーチングを忍耐強く行うことにかかっている」（Benner, 2004, p.200）と述べてい
る。また、Burns & Bulman は、看護実践の初学者には、効果的な「リフレクションを促進す
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